
 

 

 

 

 

 

 

 

７２日間に及ぶ１学期が本日で終了しました。進級・入学後、新たな学年での生活が軌道に乗り、落ち着いた

雰囲気の中で日々の教育活動を展開することができたのは、生徒たちの穏やかさとメリハリのある取組姿勢、そ

して何より、保護者や地域の皆様方のご協力・ご支援のおかげです。皆様方のご協力に心より感謝申し上げます。 

さて、７月２６日からいよいよパリでオリンピックが開催されます。オリンピックと言えば、私がもっとも印

象に残っている勝負があります。今から２８年前、アトランタ五輪男子サッカーの１次リーグ初戦でＵ―２３の

日本代表が優勝候補の王者ブラジルを１―０で破った試合です。今も伝説として語り継がれている「マイアミの

奇跡」です。しかし、当時監督だった西野朗氏、コーチだった山本昌邦氏は「ブラジルを破ったのは奇跡なんか

ではない。」と当時を振り返っています。 

当時ブラジルは五輪世代にＯＡのスター選手が加わり、金メダル確実と言われていました。それでも日本チー

ムは勝ち目を必死に探しました。ポルトガル語を理解できるスタッフを偵察に派遣し、現地の新聞報道は入念に

チェックしたそうです。そうした徹底したスカウティングの結果、ブラジルの唯一の弱点は「守備の連係」にあ

ることに行き着きます。ＯＡで加わったＤＦは優秀な選手でしたが、五輪世代のＧＫやＤＦとうまくコミュニケ

ーションが取れていないという情報があり、そこが唯一の弱点と見たのです。試合では、ブラジルの猛攻に耐え

続けた日本、終盤にサイドの選手が山なりのロングパスを前線に送り、その処理を巡ってブラジルのDFとGKが

交錯し、転々とこぼれたボールをゴールに押し込んだのです。その後、日本はその１点を守り切りました。 

山本氏は「奇跡と言われるけど、これは奇跡ではない。ジャイアントキリングを起こせたのは、入念な準備を

みんなで重ねてきたからだ。」と述べています。私はこの山本氏の「物事は準備で決まる」「よい準備こそすべて」

という言葉を今でも自分の中で大切にしています。 

今学期はどの学年も旅行的行事に取り組んだ学期でした。１年の校外学習、２年の宿泊学習、３年の修学旅行

とどの行事も無事に実施でき、校外で貴重な経験を積むことができたのは、実行委員会と各セクションが準備を 

重ね、みんながそれぞれの役割をきちんと果たした 

成果です。まさに「物事は準備で決まる」「よい準 

備こそすべて」を実践したのです。 

この夏、県大会や文化部の発表会などが、秋には 

新人戦、体育祭、音楽会が控えています。すでに体 

育祭に向けてどのクラスもダンスの企画を頑張って        

います。明日から始まる夏休み、それぞれの目標に 

向けてよい準備が進められることを願っています。 

                                      

                             （敬称略） 

限られた授業の時間内ではありましたが、どの 

学年・学級においても落ち着いた雰囲気の中、集 

中して硬筆に取り組んでいました。 

狭山地区硬筆展（市内展）の結果は、左の通り                            

です。 

また、市内で「特選」となり、県展へ出品され 

た作品の審査の結果は以下の通りです。 

受賞された生徒のみなさん、おめでとうござい

ます。 

≪県展≫（敬称略） 

★特選賞 

     ２年 〇〇〇〇 

    ★優良賞 

  １年 〇〇〇〇 

２年 〇〇〇〇 
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青少年健全育成大会 ― 少年の主張 ― 
７月６日、「第４２回狭山市青少年健全育成大会―

少年の主張―」（市民会館）で、２年生の〇〇〇さん

が「思いを伝えるために」という演題で自らの主張を 

発表しました。 

〇〇さんは昨年 

度は司会進行役、 

今年度は｢主張｣ 

と、二年続けて 

イベントの大役 

を果たしました。 

 

学総県大会へ進出（男子バスケ部・水泳） 
６月２９日に行われた男子バスケットボールの地

区代表決定戦において、本校の男子バスケ部が三芳町、

川越市の代表チームとの激闘を制し、見事、県大会へ

の進出を決めました。 

また、７月５日に学校総合体育大会水泳競技の市内

予選が入間川中のプールで行われ、２年生の〇〇〇〇   

さんが400ｍ自由形と 

1500ｍ自由形で、１年 

生の〇〇〇〇さんが 

200ｍ個人メドレーと 

400ｍ個人メドレーで 

すべて標準記録を突破 

し、見事に県大会出場 

を決めました。 

作品がボトルのラベルになりました 
国語の選択課題として昨年度取り組んだ、第３１回

一筆啓上賞（日本一短い手紙：テーマ「時」）において、   

３年生の〇〇〇〇さんの作 

品が全国応募総数34,067 

通の中から「佳作」に選ば 

れました。 

           「もう大人」なのか、「ま 

だ子供」なのか…。 

時と場合によって変わる 

中学生の微妙な立場をユー 

モラスかつ簡潔に表現して 

いるところが見事です。 

 

 

昨年度に引き続き夏休み中に校舎の内装及び外壁

などの大規模改修工事が行われます。今年度は校舎の

東半分、つまり生徒たちが普段過ごしている普通教室

の改装がメインとなります。夏の三者相談や文化部の

活動などに少なからず影響しますが、施工業者と調整

を図りながら、相談や活動場所の確保に努めてまいり

ますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。 


